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最先端解析技術が拓く次世代のアミノ酸研究

アミノ酸研究と聞けば，多くの方は100年を超える長
い歴史を経て，体系がすでに整った研究分野という印象
を持つのではないだろうか？数十年前にイオン交換クロ
マトグラフィーとニンヒドリン発色法を組み合わせたア
ミノ酸定量分析法が確立されて以降，基礎生物学，生化
学，医学，農芸化学，醗酵工学といった多くの分野では
遊離アミノ酸のみならず，結合型として存在しているペ
プチドやタンパク質について，それ自体の機能や代謝，
さらには関連する酵素などを標的とした研究が数多くな
されてきた．その多くは，天然に存在するアミノ酸は通
常タンパク質を構成すると考えられているL-アミノ酸
であり，D-アミノ酸は微生物などが生産する稀な場合
に限られるという漠然とした前提とホモキラリティの世
界観に基づいてきた．しかし近年，ヒトを含めた高等動
物においてもD-アミノ酸の存在とさまざまな作用が明
らかにされつつある．たとえば，中枢神経系ではD-セ
リンと記憶・学習といった脳の高次機能や神経変性疾患
と関連することが示唆され，統合失調症においては臨床
への応用が検討されている．D-アスパラギン酸はメラ
トニン，プロラクチン，テストステロンといった各種ホ
ルモンの分泌や合成を制御することが報告されている．
また，食品中に存在するD-アミノ酸は特徴ある風味の
形成への寄与が示唆されるに至り，調味料開発の対象と
なるなど食品機能への貢献も注目され始めた．
これまでも，D-アミノ酸の重要性に早くから注目し

ていた研究グループも存在し，それらは「D-アミノ酸研
究会」を経て2013年には「D-アミノ酸学会」に発展し
国際学会を開催するなどアクティビティを高めている．

このように可能性に満ちたD-アミノ酸研究だが，これ
までD-アミノ酸とL-アミノ酸の完全な分離や正確な定
量がきわめて困難であったがゆえに，研究は一部の基礎
領域に留まり，医療・食品などの応用領域まで広がって
いかないという一面があったことは否定できない．現在
では，九州大学と資生堂が共同開発した多次元の分離シ
ステムを用いることで，生体試料中の微量D-アミノ酸
とL-アミノ酸の網羅的な定量分析が可能となり，D-ア
ミノ酸の研究プラットフォームが整いつつある．
本特集では，まず第1～3稿においてキラルアミノ酸

にフォーカスしたメタボロミクスという新たな概念を紹
介するとともに，D-アミノ酸とL-アミノ酸を識別する
ことによって初めて推進することが可能となった皮膚生
理・神経生理分野の研究や疾患バイオマーカーとしての
D-アミノ酸の可能性について新進気鋭の若手研究者に
よるトピックスを紹介したい．D-アミノ酸のフレーバー
への貢献に言及したが，食品，特に醗酵食品のフレー
バーに寄与するものとしてペプチドの存在があげられ
る．第4稿では，ジペプチドの食品フレーバーへの関与
に関わる最新の研究を紹介することにより端緒についた
ばかりの食品フレーバーペプチド研究のおもしろさを強
調したい．
最先端の分析・解析技術を駆使するアミノ酸やメタボ
ロミクス研究は日本が世界をリードする領域の一つで
ある．この特集を起点として生物工学のさまざまな分
野でさらなる応用領域の開拓が進むならば望外の喜び
である．
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